
 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 6 月 11 日（金）、公明党の里見 隆治（さとみ りゅうじ）労働局長、高橋 光男

（たかはし みつお）労働局次長、塩田 博昭（しおた ひろあき）国土交通副部会長に  

対して、航空連合と JR 連合・サービス連合の 3 産別が合同で、現在の苦境を

乗り越え、働く仲間の明るい将来展望を拓くため、移動や観光の不安払拭と  

安定的な支援を求めました。 

里見局長からは「みなさんの産業が大変な状況に置かれていることは認識  

しており、赤羽国土交通大臣とも連携を図りながら、次なる具体策を打って  

いきたい。」との受け止めが示されました。  

 

今後も産業の枠を越えて連携を図るとともに、産業の存続、雇用の  

確保に向けて、政府与党も含めた各政党に対しても、積極的に要請を  

おこなっていきます。 
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右から）島会長、後藤 サービス連合会長、荻山 JR 連合会長、里見労働局長（参）、 

塩田国土交通副部会長（参）、高橋労働局次長（参） 


